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４．結果および考察 
●あきたこまち 
10・20・30℃のグラフに大きな変化が得られなかった(実験Ⅱ－図a,b,c)ために、プライミ
ングの効果はほとんど無いと考えられた。どのグラフも６日目には発芽率が100％または、100
％に近い傾向にあった(実験Ⅱ－図a,b,c)。以下のことから、前半の発芽率が悪く水の吸い込
みが遅いことが考えられた。特に温度が20℃で、プライミング処理12時間と48時間、30℃で
プライミング処理24時間、浸水処理のものが適していた(実験Ⅱ－図b,c)。最終的な発芽率は
どの環境下でもNERICAとソルトスターよりも安定していた。また、どの条件も対照区と似た
グラフであった。よって、種の質としてはあきたこまちがよいと見込まれる。 
 
●NERICA 
 どの条件の時も、播種後2日は出芽率0％であった(実験Ⅱ－図d,e,f)。しかし、播種後日数
3日では、30℃プライミング処理で24時間水に浸したものと48時間水に付けたもの以外、出芽
率が50～100％であった(実験Ⅱ－図f)。播種してから数日で発芽していることから、水を吸
い込んでからの成長が早いか水の吸収スピードが高いと考えられる。上記のプライミング処
理で24時間水に浸したものと48時間水に付けたものの発芽率が低い(実験Ⅱ－図f)のは、プラ
イミング処理の段階で芽が出たため、乾燥し枯れてしまったと考えられる。 
 グラフに大きな違いがみられ、10℃の時のみ全ての条件で出芽率が100％であった(実験Ⅱ
－図d)。よって、10℃の条件があっていると考えられる。また、あきたこまちとソルトスタ
ーに比べて対照区の出芽率が3日で100％と一番高く最適だった(実験Ⅱ－図j)、そのため、プ
ライミング処理が出芽率を上げにくいと考えられる。 
 
●ソルトスター 
 NERICAほどではないが、30℃の時唯一播種後2日で発芽するなど播種してから発芽するまで
が早い(実験Ⅱ－図l)ためソルトスターも水を吸い込んでからの成長が早いか水の吸収スピ
ードが高いと考えられる。 
対照区では、最終的な発芽率は70％でありあきたこまちとNERICAに比べて低かった(実験Ⅱ－
図j)。しかし、プライミング処理をすることによって、どの温度条件の時も出芽率が上がっ
ているものがあった(実験Ⅱ－図g,h,l)。よって、プライミング処理によって出芽率が向上す
ると考えられ、プライミング効果がほかの２品種に比べて一番高いと見込まれる。 
 
 
 
●まとめ 
 あきたこまちは、全体的にどの条件や環境でも安定して栽培することができると考えられ
る。それにくらべて、NERICAやソルトスターは条件や環境によってばらつきがみられた。 
 よって、あきたこまちが本試験の環境条件下では栽培に最も適していると考えられたが、
高温条件下では発芽率が下がることが分かった。 
 
 
